
①市民主役
のまちづくり

目標値： 18.2%(Ｈ30)→26.0%(Ｒ5)

■市民主役のまちづくりが

進んでいると思う市民の割合

■地域の組織やグループ等に

加入している市民の割合
■審議会等の女性委員比率
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目標値： 36.5%(Ｈ30)→40.0%(Ｒ5) 目標値：38.0%(Ｈ30)→50.0%(Ｒ5)

各主体の指標
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935 1,023 1,112 1,200 1,288

383 787

目標値：758人(Ｈ30)→1,200人(Ｒ5) 目標値：3団体(Ｈ30)→15団体(Ｒ5)

7.8pt

①ラウンド
テーブル 12回

行政の指標（R3、R5に評価を行います。）

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

＜数値目標の達成状況＞

②地域の組織や
グループへの加入

③審議会等の
女性委員比率

■ラウンドテーブル年間開催数

（※令和3年度新規事業）

目標値：新規事業→12回(Ｒ5)

442人
■中間支援組織が開催する地域

人材育成講座の延べ受講者数

12団体
■コミュニティ事業団が立ち上げか
ら継続的に相談・サポート等の
支援をしている公益活動団体数

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値
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83.4 85.6 87.8 90 92.2
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■協働における事業展開を行うべきと
考えている職員の割合

目標値：79.0%(Ｈ30)→90.0%(Ｒ5)

目標値

実績値
目標値

実績値

②地域人材育成
講座受講者数

①協働に
対する
職員の
意識

新型コロナウイルス感染症のため、目標

値には達しなかったが、コロナ禍ならでは

の講座内容やオンラインでの実施等、事業

の見直しを行い、令和２年度に比べて受講

者を増やすことができた。

男女共同参画社会実現に向け、引き続き担

当部署と連携しながら、女性委員の参画につ

いて、審議会等所管課に呼びかける。

町内会への加入率は89％という実績があ

る一方で、町内会へ加入することが地域組

織への加入と捉えられていない。

第2次草津市協働のまちづくり推進計画
目標数値の評価

＜数値目標の達成状況＞＜数値目標の達成状況＞ ＜数値目標の達成状況＞

＜数値目標の達成状況＞＜数値目標の達成状況＞

目標値：307件(Ｈ30)→400件(Ｒ5)

93件

■協働事業件数②協働
事業件数

＜数値目標の達成状況＞

＜数値目標の達成状況＞

③伴走支援
する団体数

資料３

目標

目標

目標 目標

目標目標

目標

目標

助成金の支給が終わった団体についても、

継続的にサポートを行い、新型コロナウイ

ルス感染症に対応した事業展開等、各種相

談に対応した。

年間５回のラウンドテーブルを開催し、

キラリエサポーターを中心にキラリエ草津

の活用方法等について意見交換するととも

に、サポーター同士の繋がりを作ることが

できた。

市民の指標

目標値は達成できなかったものの、前回調査に比べると2.5ポイ

ント増加した。協働事例の紹介等、実践的な職員研修を実施する

ことで、さらに意識を高める。

前回調査に比べて協働事業の数が減少する結果となった。職員

研修を通じて、職員の協働に対する意識を高め、現在協働の要素

がない事業についても協働の検討を行うことができるよう働きか

ける。

市民が市政に関心を持って、自主的に活動

に参画いただけるよう事業の仕組みを工夫し、

学ぶ場やつながる場を提供する。


